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　株主の皆さまには、平素より格別のご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。
　ご挨拶とともに、2015年3月期第2四半期の業績の概況についてご報告申し上げます。

ビタミンレポート

経営理念
わたしたち理研ビタミンは、「天然物の有効利用を図
る技術と商品で、人々の健康と栄養に寄与し、社会
に貢献する」という「企業理念」を創立以来一貫して
守ってきました。
この「企業理念」を継承し、「経営理念」としています。

1
社会に対し、食を通じて

健康と豊かな食生活を提供する

2
コンプライアンス精神に基づいた
事業活動を行い、社会的責任を果たす

3
フレキシビリティのある

かつ創造力に溢れた企業として発展する

4
事業活動の視点・範囲を海外にも向け

「世界の理研ビタミン」としてのブランドを高める

5
人間尊重の思想に基づき
魅力ある職場をつくる

株主の皆さまへVitamin Report

　当第2四半期連結累計期間における国内外経済は、企業業況
および雇用情勢に改善傾向が見られたものの、消費税率引き上
げに伴う3月までの駆け込み需要の反動の長期化や、新興国経
済の成長減速への警戒感もあり、先行き不透明な状況で推移い
たしました。
　食品業界においては、販売競争激化の中で、為替変動に伴う
物価上昇など消費マインド減退の懸念材料に加え、フードディ
フェンス等「食の安全・安心」に繋がる取り組みも強く求められ、
それらへのしっかりとした対策と実践に注力する状況が続い
ております。
　このような事業環境のもと、当社グループでは、
◇中核事業での収益力向上　　　
◇海外事業を成長エンジンと見据えた運営強化
を基本に据えて、2012年4月より取り組みを開始した「中期経
営計画」の最終年度における諸施策を推進いたしました。
　国内では、顧客ニーズに的確に対応した価値提案型の活動が
奏功し、「改良剤」事業が堅調に推移しました。また、先の震災に
より大きな影響を受けた「海藻」事業は、完全回復への取り組みの
一環として注力している『冷凍海藻』が着実に浸透し、実績化に
繋がりました。しかし、消費税率引き上げに伴う反動減の長期化
が各分野に影響したことに加え、主力である「ドレッシング」に
おいては、夏場の天候不順の影響も強く受けました。
　一方、海外では、「改良剤」が、設備投資による工場の生産能力
の拡大や、アジア・欧米をはじめとする各エリアの既存市場での
深耕、成長が見込める新市場の開拓・販売拡大に向けた取り組み
に注力したことにより、確実な実績化を図ることができました。
　これらの結果、当第2四半期連結累計期間の売上高は411億
23百万円（前年同期比0.1％増）、営業利益は20億8百万円（同
15.5％減）、経常利益は20億71百万円（同18.1％減）、四半期純
利益は15億69百万円（同4.0%減）となりました。

株主の皆さまへ

当第2四半期連結累計期間の概況

今後の見通し

　なお、当社は、株主の皆さまへの利益還元を経営上の重要課
題の一つと考えており、業績の伸長に合わせ、配当性向、経営
基盤強化のための内部留保等を総合的に勘案しながら、長期的
な視野に立ち、安定的かつ継続的な利益還元を行うことを基本
方針とし、連結配当性向30％以上を目標として実施してまい
ります。
　中間配当につきましては、1株につき27円50銭とさせていた
だき、2014年12月9日よりお支払を開始させていただきます。
　また、この度の東京証券取引所市場第一部指定を記念いたし
まして、2015年3月期の期末配当において、普通配当に加え1
株につき5円の記念配当を実施させていただくことといたし
ました。
　この結果、2015年3月期の1株当たりの期末配当金は、普通
配当27円50銭に記念配当5円を加え32円50銭となり、年間
配当金は、1株当たり60円となる予定であります。

　少子高齢化に伴い国内食品市場における総需要が伸び悩むな
ど、厳しい消費動向が予見される中、為替相場の大きな変動や世
界に散在する地政学的リスクもあり、当社グループを取り巻く
事業環境は、不透明感を払拭できない状況が今後も継続するも
のと予想されます。
　このような環境のもと、当社グループとしましては、国内外で
の中核事業の一層の収益力向上を図るべく、「中期経営計画」の
仕上げの年度として掲げる諸施策に継続して真摯に取り組んで
まいります。
　当期の年間見通し（連結）につきましては、売上高880億円、営
業利益52.5億円、経常利益53億円、当期純利益38億円を見込ん
でおります。
　株主の皆さまにおかれましては、一層のご支援とご指導を賜
りますようお願い申し上げます。

代表取締役社長

　当社株式は、2014年(平成26年)12月3日、東京証券取引所市場第二部から同市場第一部銘柄となりましたことをお知
らせいたします。
　これもひとえに、株主の皆さまをはじめ、多くの関係者の皆さまのご支援の賜物と心より感謝申し上げます。
　今後も、皆さまのご期待にお応えすべく、業容の拡大と企業価値の向上を目指してまいる所存でございますので、引き
続きご指導とご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
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海
外
事
業

売上高・構成比 事業内容 第2四半期の概況 売上高の推移 （百万円）
家庭用食品 20.5％
ノンオイルドレッシング、わかめ
製品、和風調味料、レトルト食品等を
一般ご家庭向けに提供しています。

　国内食品事業は、「業務用食品」が前年
同期並みで着地したものの、「家庭用食
品」「加工食品用原料等」がそれぞれ前年
同期を下回り、トータルでも前年同期を
下回る結果となりました。
　海藻商品が「家庭用」「業務用」共に前年
同期を上回った一方で、市販ドレッシング
は、『ごちそうマジック®』の実績化はあっ
たものの、夏場の天候不順による野菜価格
高騰の影響などを受け、伸び悩みました。
　食品用改良剤は堅調に推移しました
が、健康食品向けのビタミンなどが消費
増税による駆け込み需要の反動の影響を
受け、売上が減少しました。

　「化成品（改良剤）」は、一部低調な分野も
ありましたが、前年同期並みの実績を確保
しました。
　「その他」の事業では、飼料用油脂が前年
同期を上回りました。

　「改良剤」分野において、アジア・欧米を
はじめとする各エリアの既存市場での深
耕と、成長が見込める新市場の開拓・販売
拡大に取り組んだ結果、確実な実績化を
図ることができました。
　また、水産加工品を扱う青島福生食品
有限公司の売上も、前年同期を上回りま
した。

プラスチック、農業用フィルム、食品
用包材といった国内化成品メーカー
向けに改良剤を提供しています。
その他事業としては、飼料用ビタミ
ン等を販売しています。

食品用改良剤、化成品用改良剤、水産
加工品等を海外拠点で生産・販売
しています。
販売先は数十カ国にわたっています。

業務用食品 24.1％
家庭用食品のカテゴリーに加え、
各種調味料やスープといった加工
食品を給食・外食産業等に提供して
います。

加工食品用原料等 23.2％
国内加工食品メーカー向けに、原料や
素材となる食品用改良剤・色素・ビタミ
ン等を、医薬品・食品メーカー向けに
ビタミン等を幅広く提供しています。

国内食品事業
67.8%

国内化成品
その他事業
7.3%

海外事業
24.9%

化成品用改良剤

食品用改良剤

※上記の各事業の数値には、セグメント間の内部売上高を含めています。構成比は調整前の数値です。

国
内
食
品
事
業

国
内
化
成
品
そ
の
他
事
業

セグメント別事業概況

281億94百万円
（前年同期比98.7％）

30億49百万円
（前年同期比103.5％）

103億55百万円
（前年同期比103.3％）
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特集 海外展開を支える主な生産拠点のご紹介
当社は、1991年に海外で初めての生産拠点となる「リケビタ・マレーシア」を設立。以降、拠点を増やしながら生産規模を拡大し、設備を充実させてまいりました。
今特集では、グループの海外生産拠点のうち3箇所をご紹介します。

　リケビタ・マレーシアは、1991年に当社グループ初の海外
生産拠点としてマレーシア・ジョホール州テブラウに設立
されました。現地の豊富な資源であるパーム油を原料として
蒸留モノグリセライド（乳化剤の一種）を生産し、世界の市場
へと輸出しています。

　天津理研維他食品有限公司は、1994年に
天津市西青経済開発区の5万㎡という広大
な土地に設立されました。
　原料や工程、品質の徹底した管理を行い、
主に中国国内向けの食品用改良剤と、中国
国内および海外向けの化成品用改良剤を
生産しています。

●所在地
マレーシア ジョホール州

●生産能力
年間 54,000トン

▶リケビタ・マレーシアのあゆみ
1991年  設立
1992年  蒸留モノグリセライド生産開始
1995年  製剤工場 完成

2002年  第2次増設 完成
2008年  第3次増設 完成
2014年  第4次増設 完成

●所在地
中華人民共和国　天津市

●生産能力
年間11,000トン

リケビタ・マレーシア
RIKEVITA (MALAYSIA) SDN. BHD.

天津理研維他食品有限公司
TIANJIN RIKEVITA FOOD CO., LTD. 

新プラント増設
竣工式を開催！

化成品アプリケーション
センターを併設！

　リケビタ・マレーシアでは、今年本格稼働を開始したD-5号機の竣工
式が9月に行われ、関係者・取引先など多くの来賓が出席されました。
席上では堺社長が謝意を述べ、式典後、視察が行われました。

　D-5号機は蒸留機の１つで、モノグリセライ
ドの生産量が40トン/日を誇る大型設備です。
この稼働により「世界トップレベルの乳化剤工
場」としての地位を、より盤石なものとしました。

　リケビタ・マレーシアの生産能力の増強は、
成長市場の開拓・販売拡大に向けた重要な
施策であり、今後の更なる発展が期待されて
います。

　2012年、化成品用改良剤を扱うアプリケーション
センターを敷地内に新設しました。
　理研ビタミングループの各海外販売会社と協力
し、技術サービスを中国国内にとどまらず、グロー
バルに提供しています。

農業用ハウスやラップフィルムなど
の表面が水滴で曇るのを防ぐ。
CDやDVDなどの製造時、型から
取り出しやすくする。
プラスチック製品などの静電気を
抑え、ホコリ付着を防ぐ。

化成品用改良剤とは？
代表的な機能のご紹介

防 曇

離 型

帯電防止

最新の生産管理システム

D-5号機(写真左) プラスチック用添加剤性能評価機械竣工式の模様

挨拶する堺社長
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トピックス

3年連続「子ども霞が関見学デー」に参加
　「子ども霞が関見学デー」は、府省庁等が連携して夏休み中の子どもたちに仕事内容を
説明し、省内見学の機会を提供する催しです。当社は2012年より毎年農林水産省FCP※

事務局のブースに出展しており、今年の8月にも「わかめ」に関する展示と実演を行いました。
　当社はポスター掲示等を通して来場者の方に当社商品が安全・安心であることを
お伝えすると共に、原藻を使った実演では「わかめ」
の生態や健康効果についてお子さんたちに楽しみ
ながら学んでいただきました。
　今後もトレーサビリティのとれた安全な商品を
お届けすることで、更なる食の信頼向上に努めて
まいります。
※FCP：消費者の「食」に対する信頼の向上に取り組むプロジェクトのこと

　ガイモン・エクストラクツは、2004年にオクラホマ州ガイモン市に
設立されました。工場に隣接する協力会社から、トレーサビリティが
明確で新鮮な豚骨の供給を受け、衛生的な工場にて安全で高品質な
ポークエキス及びポークオイルを生産しています。

　主な製品は、食塩を配合した常温タイプのポークエキス、無塩の冷凍
がらスープ、ポークエキスとポークオイルを乳化させた白湯エキスです。
　製品のほとんどは日本に輸出され、当社商品の原料や加工食品メー
カー向けの原料として用いられています。最近では、外食産業でも使用
されはじめています。

　また、2013年より冷凍がらスープを北米（USA、カナダ）でのラーメ
ン市場にも販売開始しました。理研ビタミンUSAと連携して更なる海外
展開を進めていきます。

▶ガイモン・エクストラクツの歩み
2004年  会社設立
2005年  ポークエキス生産開始

2007年  冷凍がらスープ（5kg）生産開始
2012年  冷凍庫・倉庫拡張

2013年  北米向け冷凍がらスープ生産開始
2014年  冷凍がらスープ（1kg）生産開始

●所在地
アメリカ合衆国　オクラホマ州

●生産能力
年間　1,700トン

第18回業務用加工食品ヒット賞を受賞
　当社の『冷凍海藻』シリーズが、日本食糧新聞社による「第18回業務用加工食品ヒット
賞（和食部門）」を受賞し、9月16日の贈呈式に堺社長が出席しました。
　同賞は全国の有力業務用食品問屋からの推薦
をもとに、外食産業の代表等で構成される選考
委員会で４部門計12商品を決定し、表彰するもの
です。
　今回は477商品の中から選出され、当社の受賞
は５回目となりました。
　栄誉ある賞をいただいたことをしっかりと受け
止め、より多くの方に海藻本来のおいしさをお届け
してまいります。

ガイモン・エクストラクツ
GUYMON EXTRACTS INC.

エキス最終調整タンク 小分け包装機

　「慢性的な野菜不足」「善玉菌の減少」を、簡単に美味しくサポートしたいという思い
から、乳酸菌発酵トマトエキスを配合した『ウマい青汁』を上市いたしました。
　主原料は「大麦若葉」。豊富な食物繊維をはじめ、体に有用な栄養素を多く含んでおり、
国内の契約農家で栽培したものを使用しております。また、この『ウマい青汁』の最大の
特徴は、“乳酸菌発酵トマトエキス”を配合しているところです。トマトエキスを発酵
させることで乳酸が発生し、旨味がアップ。スッキリとした味わいが実現いたしました。
さらに、乳酸菌発酵トマトエキスは
善玉菌を応援する働きももっており、
腸内環境と栄養バランス、美味しさを
追求して誕生したイチ推しの商品です。

サポートプラス『ウマい青汁』新発売
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四半期連結財務諸表  （百万円未満は切り捨てて表示してあります）

■四半期連結キャッシュ・フロー計算書の概要（単位：百万円）■四半期連結貸借対照表の概要（単位：百万円）

売上高
41,084

営業
利益
2,375

経常
利益
2,528

四半期
純利益
1,633

0

前第２四半期連結累計期間
2013年4月1日～2013年9月30日

当第2四半期連結累計期間
2014年4月1日～2014年9月30日

売上高
41,123

営業
利益
2,008

経常
利益
2,071 四半期

純利益
1,569

△57

現金及び
現金同等物
に係る
換算差額1,173

営業活動
による
キャッシュ・
フロー

△2,982

投資活動
による
キャッシュ・
フロー

992

財務活動
による
キャッシュ・
フロー

現金及び
現金同等物
の期首残高
15,106

当第２四半期連結累計期間
2014年4月1日～2014年9月30日

0

現金及び
現金同等物の
四半期末残高
14,232

固定資産
44,531

0

純資産
67,253

資産合計
102,345

負債・
純資産合計
102,345

前期末
2014年3月31日現在

流動負債
28,799

固定負債
6,292

流動資産
57,813

当第2四半期末
2014年9月30日現在

資産合計
105,008

負債・
純資産合計
105,008

流動資産
57,605

流動負債
29,356

固定負債
6,316

純資産
69,334

固定資産
47,402

■四半期連結損益計算書の概要（単位：百万円）

　主に当社の業務用商品を通信販売でも
お求めいただけます。ドレッシングや海藻
関連、その他さまざまな商品を取り扱って
おります。
　ホームページをご覧いただくか、フリー
ダイヤルにてお問い合わせください。詳細
なカタログをお送りいたします。
　3,240円（税込）以上は送料無料です。

◎ホームページ
http://www.rike-vita.jp/order/

Ⓡ 0120-087-319

“おいしさと健康”をお届けする
ショッピングサイト
通信販売のご案内

　ヘルスケア事業部では、科学的根拠に
基づいた健康食品を通信販売にて扱っ
ております。血圧が高めの方に向けた、ト
クホの『わかめペプチドゼリー』をはじめ、
乳酸菌発酵トマトエキスを配合し、毎朝
のスッキリとおいしさを両立した『ウマ
い青汁』などをご用意しております。

創業時の理念が今に息づく
ヘルスケア事業。
その確かな素材を通信販売で！

◎『サポートプラス』
http://www.riken-supportplus.jp/

◎おいしい健康情報『健康成分ラボ』
http://www.rikenvitamin.jp/healthcare

Ⓡ 0120-735-123
検索理研　健康成分ラボ
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会社概要

■会社概要 （2014年9月30日現在） ■株式の状況 （2014年9月30日現在） ■取締役および監査役 （2014年9月30日現在）

■執行役員 （2014年10月1日現在）
■所有者別株式分布状況

■所有株数別分布状況

■国内事業所 （2014年9月30日現在）

■主な連結子会社
国内子会社

海外子会社

商号
設立日
本社所在地

TＥL（代表）
ホームページアドレス
資本金
事業内容

従業員数

本社　本社別館　大阪支店　札幌支店　仙台支店
北関東支店　名古屋支店　広島支店　福岡支店
草加工場　千葉工場　東京工場　京都工場　大阪工場
アプリケーションセンター　プレゼンテーションセンター

理研食品株式会社
株式会社健正堂
栄研商事株式会社

天津理研維他食品有限公司
青島福生食品有限公司
理研食品（大連）有限公司
理研維他精化食品工業（上海）有限公司
理研維他亜細亜股份有限公司
RIKEVITA(MALAYSIA)SDN.BHD.
RIKEVITA(SINGAPORE)PTE LTD
RIKEN VITAMIN USA INC.
GUYMON EXTRACTS INC.
RIKEN VITAMIN EUROPE GmbH

理研ビタミン株式会社
1949年8月27日
〒101-8370
東京都千代田区三崎町2-9-18
03-5275-5111
http://www.rikenvitamin.jp
2,537百万円
家庭用食品、業務用食品、加工食品用原料、
食品用改良剤、化成品用改良剤、ビタミン
類などの製造・販売
930人（連結2,778人）

●発行可能株式総数
●発行済株式の総数
●株主数

90,000,000株
23,652,550株

6,989名

大株主（上位10名） 持株数（千株） 持株比率（%）

キッコーマン株式会社 7,593 34.34
武田薬品工業株式会社 2,076 9.39
理研ビタミン取引先持株会 1,361 6.16
株式会社みずほ銀行 1,102 4.98
永持　孝之進 686 3.11
三菱UFJ信託銀行株式会社 600 2.72
日本マスタートラスト信託銀行株式会社
(ミヨシ油脂株式会社退職給付信託口) 540 2.44

株式会社三菱東京UFJ銀行 527 2.38
伊藤忠商事株式会社 400 1.81
株式会社安藤・間 328 1.49

（＊1）当社は、自己株式1,540千株を保有しておりますが、上記の大株主から除いております。
（＊2）持株比率は、自己株式を控除して計算しております。

18.15%

0.01%

54.04%

0.93%

20.36%

6.51%

0.02%
3.35%
4.74%
2.06%
4.88%
2.86%

14.33%
67.76%

●金融機関
　4,293,334株
●金融商品取引業者
　2,253株
●その他の国内法人
　12,781,080株
●外国法人等
　220,180株
●個人その他
　4,815,317株
●自己名義株式
　1,540,386株

●100株未満／5,148株
●100～1,000株未満／793,147株
●1,000～5,000株未満／1,120,863株
●5,000～10,000株未満／487,091株
●10,000～50,000株未満／1,154,017株
●50,000～100,000株未満／676,120株
●100,000～500,000株未満／3,388,398株
●500,000株以上／16,027,766株

代表取締役社長 執行役員
代表取締役副社長 執行役員
代表取締役専務取締役 執行役員
常務取締役 執行役員
常務取締役 執行役員
常務取締役 執行役員
取締役 執行役員
取締役 執行役員
取締役 執行役員
取締役 執行役員
常勤監査役
常勤監査役(社外)
監査役(社外)
監査役(社外)

執行役員
執行役員
執行役員
執行役員
執行役員
執行役員
執行役員
執行役員
執行役員
執行役員
執行役員
執行役員
執行役員
執行役員

堺　　美保
山下　隆
伊東　信平
大澤　寛
中山　和美
山木　一彦
属　　博史
細谷　清夫
仲野　隆久
指田　和幸
冨士縄　昭平
佐藤　和弘
北原　弘也
竹俣　耕一

吉田　正臣
鈴木　修
金森　一彦
矢野　邦樹
有賀　朗
藤田　満
齋藤　桂
原　　守
清水　雅彦
黒澤　道夫
加藤　栄一
中村　一知
道津　信夫
望月　敦

6



・生鮭……………………………２切れ
・キャベツ……………3～4枚（約150g）
・しめじ………………………1/2パック
・エリンギ… …………………… 中１本
・味噌……………………… 大さじ１強 
・酒………………………… 大さじ１強
・『素材力だし®本かつおだし』………１本
・油…………………………… 大さじ１

材料(２人分)

この報告書は環境保全のため、FSCミックス認証紙と、
環境に優しい植物油インキを使用しています。

株主メモ
事業年度
期末配当金受領株主確定日
中間配当金受領株主確定日
定時株主総会
株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関
同連絡先

上場証券取引所
公告の方法

4月1日～翌年3月31日
3月31日
9月30日
毎年6月

三菱UFJ信託銀行株式会社
三菱UFJ信託銀行株式会社
証券代行部
〒137-8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
TEL：0120ー232ー711
（通話料無料）
東京証券取引所
電子公告により行う
公告掲載URL：
http://www.rikenvitamin.jp
（ただし、電子公告によることができない事故、
その他やむを得ない事由が生じたときは、
日本経済新聞に掲載いたします。）

お知らせ
１．�株主様の住所変更、単元未満株式の買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座
を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設され
ている証券会社等にお問い合わせください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り
扱いできませんのでご注意ください。

２．�特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口座
管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問い
合わせください。なお三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。

３．�未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

株主優待のお知らせ

保有株式数 保有期間３年未満 保有期間３年以上
100株以上～500株未満 1,000円相当 2,000円相当
500株以上～1,000株未満 2,000円相当 3,000円相当
1,000株以上～3,000株未満 3,000円相当 4,000円相当

3,000株以上～ 4,000円相当 5,000円相当
（注）「保有期間3年以上」の対象となる株主様は、毎年3月末および9月末の株主名簿に同一株主番号で、

7回以上連続して記載された株主様となります。 ※写真はイメージです
※パッケージは変更になる場合があります

　株主様の日頃のご支援に感謝するとともに、理研ビタミンの事業内容をより一層ご理解いただくため、
株主優待制度として理研ビタミン製品を贈呈しております。
■対象株主様	 毎年3月末および9月末現在の株主名簿に記載された所有株式数100株以上の株主様。
■優待内容	 �それぞれの基準日現在の対象株主様に対し、�

保有期間および保有株式数に応じて下記の基準で当社製品を贈呈いたします。
■贈呈予定時期	 毎年6月下旬および11月下旬に贈呈いたします。

新商品紹介

食欲をそそるハーブ（タイム、オレ
ガノ、ディル）の香りと、岩塩のま
ろやかな塩味が特徴。サラダや肉
に、これ１本で幅広いメニューに
使用できます。

『リケンのノンオイル 
セレクティ® ハーブ＆ソルト』

まるで生のような食感の茎わかめとプチ
プチとした炒りごまが後を引きます。混
ぜやすく、蒸らさずにそのまますぐに食
べられる便利さはソフトタイプならでは。
素材や製法にこだわりながらも手に取り
やすい価格にしました。

『コリコリ茎わかめ』新発売

旨味豊かな丸鶏を使用し、鶏本来の香りと濃厚なコクが広がる
鶏がらスープ。化学調味料無添加のため素材本来の美味しさが
味わえ、食塩無添加なのでメニューや食材によってお好みの�
塩加減に調整することができます。

『素材力だし®』に中華系の『鶏がらスープ』

煮込んだトマトや野菜の旨味と
ほのかなチーズの風味。バジル・
玉ねぎ・にんにくの“極旨(ごく
うま)オイル”を使用。
オイルが入ってもカロリー
ハーフ※。
※日本食品標準成分表2010 フレンチドレッシング比

『ごちそうマジック® ピザ味ドレッシング』

ごま原料を見直し、
ごまの香ばしさがアップしました。
20kcal/15g。

『リケンのノンオイル 
セレクティ® 胡麻』リニューアル

北海道道南の海峡特有の潮流
で育てられたわかめを使用。
※札幌支店管内限定販売

北海道限定
『ふえるわかめちゃん® 北海道』

海老の美味しさが頭からしっ
ぽまでまるごと溶け込んだ、
香り・甘味・旨味がしっかりと
味わえる満足感のあるスープ。

『わかめスープ 海老しおスープ』

『コリコリ茎わかめ』シリーズ

�❶鮭は皮付きのまま3～4cm幅に切る。キャベツはざく切
り、しめじは石づきを取って小房に分け、エリンギは
手で適当な大きさにさく。
❷�味噌・酒・『素材力だし®本かつおだし』を混ぜておく。
❸フライパンに油を熱し、鮭を裏返しながら焼く。火が
通ったらキャベツを入れて軽く炒め、エリンギ・しめじ
を入れる。
❹❷を回し入れて、さっとからめたら出来上がり。

作り方

レレシシピピ
おすすめ！ 今回

使うのは
コレ！

フライパンで簡単！
鮭のちゃんちゃん焼き

今回使うのは
コレ！

かつお風味がよく
効いた

ちゃんちゃん焼き
です。かつお風味がよく
効いた

ちゃんちゃん焼き
です。


